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より良い社会を
繋げるために、
私たちができること。

私たちが大切に考える4つの分野 日本と世界を結ぶ 安全・安心 次世代育成 環境

私たちが取り組むCSR活動に関する詳細は、こちらでもご覧いただけます。  www.jal.com/ja/csr/

２
０
１
５
年
か
ら
２
０
１
６
年
に
か
け
て
、

「
朝
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
第
14
回
大
会

で
は
、
36
の
国
・
地
域
か
ら
２
万
６
０
０
０

を
上
回
る
ハ
イ
ク
が
寄
せ
ら
れ
、
参
加
国
・

地
域
数
が
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。
大
会

初
開
催
国
も
多
く
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
バ
ル

ト
３
国
（
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ラ
ト
ビ
ア
、
リ
ト

ア
ニ
ア
）、
ネ
パ
ー
ル
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
セ

ネ
ガ
ル
で
新
た
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
セ

ネ
ガ
ル
は
、
初
の
ア
フ
リ
カ
で
の
大
会
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
ハ
イ
ク
は
世

界
中
に
ど
ん
ど
ん
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
今
大
会
で
は
、
母
国
語
で
な
い
言
葉

で
ハ
イ
ク
を
作
り
、
そ
の
言
葉
の
国
の
大
会

へ
応
募
す
る
パ
タ
ー
ン
が
増
加
。
例
え
ば
、

日
本
の
子
ど
も
が
イ
タ
リ
ア
語
で
ハ
イ
ク
を

作
り
、
イ
タ
リ
ア
大
会
に
応
募
す
る
、
と
い

っ
た
こ
と
で
す
。
学
習
し
た
他
国
語
を
使
っ

て
、
何
か
を
表
現
す
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い

る
子
ど
も
が
増
え
て
お
り
、
文
化
の
理
解
、

交
流
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
前
々
回
の
日
本
大
会
で
点
字
・

点
図
作
品
が
大
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
世
界
各
国
の
大
会
で
点
字
・
点
図

作
品
や
養
護
学
校
か
ら
の
応
募
が
増
え
ま
し

た
。
今
回
の
ラ
ト
ビ
ア
大
会
で
は
、
ラ
ト
ビ

ア
語
の
点
字
・
点
図
作
品
が
大
賞
に
。
こ
の

よ
う
に
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
ハ
イ
ク
を

通
し
て
文
化
理
解
や
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
以
前
よ
り
年
齢
の
低
い
子
ど
も

た
ち
か
ら
の
応
募
が
増
え
、
今
回
は
２
歳
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
１
９

６
４
年
、
J
A
L
は
人
や
物
だ
け
で
な
く
「
日

本
文
化
」
も
海
外
に
届
け
よ
う
と
、
ア
メ
リ
カ

で
「
ハ
イ
ク
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ

れ
、
世
界
最
短
の
詩
「
ハ
イ
ク
＊1
」
が
世
界

に
広
ま
り
始
め
ま
し
た
。

J
A
L
財
団
が
設
立
さ
れ
た
１
９
９
０

年
か
ら
は
、
応
募
対
象
を
15
歳
以
下
の
子
ど

も
へ
と
変
更
。
2
年
に
1
回
、
設
け
ら
れ
た

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
、
絵
と
ハ
イ
ク
か
ら
構
成

さ
れ
る
作
品
を
募
集
し
、「
世
界
こ
ど
も
ハ

イ
ク
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
26
年
間
に
14
大
会
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で

に
計
52
の
国
・
地
域
か
ら
68
万
点
を
超
え
る

作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
世
界
の
子
ど
も
た
ち

に
ハ
イ
ク
創
作
の
楽
し
さ
を
広
め
、
感
性
を

養
い
な
が
ら
、
俳
句
を
生
み
出
し
た
日
本
と

日
本
文
化
や
世
界
の
異
文
化
へ
の
理
解
、
ま

た
国
際
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
作
品
に
は
、
各
国
の
景
色
や
お

国
柄
、
社
会
情
勢
や
価
値
観
な
ど
が
反
映
さ

れ
て
お
り
、
添
え
ら
れ
た
絵
に
よ
り
そ
れ
ら

の
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。
な
お
、
各
国
・
地

域
で
大
会
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
大
賞
や
入
賞

作
品
を
決
定
。
世
界
中
の
大
賞
作
品
を
集
め
、

世
界
一
を
決
め
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
他
国

と
の
文
化
の
違
い
を
知
り
、
認
め
合
い
、
そ

れ
を
楽
し
む
交
流
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

応
募
者
も
。
よ
り
多
く
の
国
・
地
域
へ
ハ
イ

ク
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り

幅
広
い
年
齢
層
へ
ハ
イ
ク
を
作
る
楽
し
さ
が

広
ま
っ
て
い
ま
す
。

世
界
こ
ど
も
ハ
イ
ク
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
し

て
さ
ら
に
ハ
イ
ク
を
広
げ
る
た
め
、
J
A
L

財
団
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
毎
回
、
大
賞
受
賞
作
を
ま
と
め
た
作
品

集
『
地
球
歳
時
記
』
を
出
版
し
、
大
会
開
催

国
や
教
育
機
関
に
配
布
。
こ
の
作
品
集
は
国

内
外
の
教
科
書
に
も
掲
載
さ
れ
、
ハ
イ
ク
が

世
界
中
の
教
育
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
俳
句
の
作
り
方
を
ま
と
め
た
冊
子

『
俳
句
の
作
り
方
』
を
、
13
カ
国
語
で
制
作

し
、
さ
ら
な
る
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
前
回
大
会
か
ら
海
外
の
ブ
ッ
ク
フ

ェ
ア
に
前
述
の
2
冊
を
出
展
。
世
界
各
国
の

子
ど
も
た
ち
の
ハ
イ
ク
創
作
へ
の
取
り
組
み

な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
訪
れ
た
お
客
さ
ま

に
は
地
球
歳
時
記
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
、

作
品
を
載
せ
た
絵
は
が
き
も
お
持
ち
帰
り
い

た
だ
き
ま
し
た
。

加
え
て
、
財
団
設
立
25
周
年
を
記
念
し
、

前
回
大
会
の
大
賞
受
賞
作
を
歌
詞
に
取
り
入

れ
た
合
唱
曲
「
夢
の
木
」
を
作
成
。
国
内
の

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
歌
わ
れ
る
こ
と
で
、

世
界
こ
ど
も
ハ
イ
ク
コ
ン
テ
ス
ト
日
本
大
会

の
応
募
増
加
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
多
く
の
方
に
世
界
こ
ど
も
ハ

イ
ク
コ
ン
テ
ス
ト
の
大
賞
作
品
を
ご
覧
い
た

だ
け
る
よ
う
、
J
A
L
国
際
線
ボ
ー
イ
ン
グ

7
8
7
型
機
の
機
内
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の

電
子
書
籍
「
S
K
Y 

M
A
N
G
A
」
に
搭
載
し

た
り
、
サ
ク
ラ
ラ
ウ
ン
ジ
＊2
で
絵
は
が
き
を

お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
J
A
L
財
団

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
世
界
各
国
の
大
会

の
全
受
賞
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

J
A
L
財
団
と
J
A
L
は
、
今
後
も
連

携
し
て
、
世
界
こ
ど
も
ハ
イ
ク
コ
ン
テ
ス
ト

を
は
じ
め
と
す
る
国
際
交
流
と
相
互
理
解
を

促
進
す
る
公
益
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ハ
イ
ク
を
通
し
て
国
際
交
流
と

異
文
化
の
理
解
を
楽
し
む

応
募
国
・
地
域
が
過
去
最
多
に

点
字
・
点
図
作
品
の
応
募
も

さ
ら
な
る
普
及
を
目
指
し
て

海
外
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
に
も
参
加

世界の子どもたちの国際交流＆文化理解を深めるために

「第14回世界こどもハイクコンテスト」開催

第14回コンテスト テーマ「朝」各国大会の大賞・入賞作品
※一部作品を抜粋して掲載しています。

「世界こどもハイクコンテスト」の取り組みや
全受賞作品は下記ウェブサイトをご覧ください。
www.jal-foundation.or.jp/wch.html

＊ 2 JAL 便にてご出発の際にご利用いただけます。
ご利用基準など、詳しくは下記をご覧ください。
www.jal.co.jp/dom/service/lounge/（国内線）
www.jal.co.jp/inter/service/lounge/（国際線）

はるかかなた
太陽姿現し
さん然と輝く
In the distance;
The sun appears 
Shines with a thousand lights

Au loin 
Apparait le soleil
Qui brille de mille feux

SECK Mohamed Gaye   13 歳  Senegal（セネガル）

セネガル大会 (入賞 )

公益財団法人 JAL 財団とJAL が連携し

行っている「世界こどもハイクコンテスト」。

第14回大会にも多くの作品が集まりました。

＊1 日本語の五七五で詠まれる俳句に対し、海外の言語で詠まれる三行詩を「ハイク」としている。 

世界の子どもたちにハイクを作る楽しさが広がり、
文化交流も盛んに。写真はポルトガル大会の表彰式。

おひさまは 
ねぼうしないで　
えらいよね
Never oversleeps . . .      
The sun 
Is wonderful!

三善　優花   6 歳  Japan（日本）

向日葵の　
下が僕らの　　
秘密基地
Beneath
The sunfl owers
Our secret fort

王　榮耀   11 歳  Taiwan（台湾）

日本大会 (大賞 ) 日本大会 (大賞 )

Rea Haljasmäe    12 歳  Estonia（エストニア）

エストニア大会 (大賞 ) 露のしずくに濡れて
足の指十本がもぞもぞ
私から花が咲いたみたい
In the dew drops
Ten toes scurrying
I blossomed

Kastetilkades
Sibavad kümme varvast
Puhkesin õide

イタリア・ボローニャのブック
フェアでハイクに触れる親子。
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